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❹「はじめての、おうちで性教育」講座の実施 

 子どもが幼い頃から自分の「からだ」を知り、自分も他人も大切な存在だと認識すること

で高い自己肯定感を持てるようになると、性のトラブルに遭っても回避する力が身につく

と言われている。しかしながら、子育て中の保護者自身が性についてしっかりと学ぶ機会

が少なく、子どもへの伝え方がわからず、性の話をすることにためらいを感じている人も

少なくない現状があることから、つどいの広場との共催で、子育て中の保護者や支援者を

対象に開催し、幼児期からの性教育の大切さや子どもへの伝え方を学んだ。 

開 催 日 ７月６日 

実施場所 大牟田市市民活動等多目的交流施設「えるる」 ２階 中研修室 

実施内容 
「はじめての、おうちで性教育」 

      講師：八女公立総合病院産婦人科医師 宮川 三代子さん 

参 加 者 
子育て中の保護者と子ども１０組 

協力会員２名、主任児童委員１名、託児・つどいの広場サポーター８名 

 

 

④大牟田市地域子育て支援拠点事業・つどいの広場（市受託事業） 

❶子育て親子の交流の場の提供と交流促進 

つどいの広場は、おおむね０歳～３歳までの子どもとその保護者が気軽に集い、交流す

ることにより、子どもはお互いの関わりを通して、社会性を身に着け、保護者はスタッフ

や保護者同志と情報交換することで、子育てへの不安感・負担感の緩和が感じられるよ

うな居場所を心がけている。   
 

【利用者の登録・利用状況】 

年 度 登録組数 利用組数 大  人 子ども 総人数 相談件数 

R６年度 481 組 3,313 組 3,607 名 3,839 名 7,446 名 1,476 件 

R５年度 495 組 3,790 組 4,019 名 4,338 名 8,357 名 1,019 件 

前年比 ９７％ ８７％ ９０％ ８８％ ８９％ １４５％ 
  

❷子育て等に関する相談、援助の実施（つどいの広場アドバイザーの活用） 

つどいの広場内での相談の他、「にこにこ子育て」「栄養士相談」「育児相談」「助産師相談」

「歯そだて教室」等において、保育士、栄養士、保健師、助産師、歯科衛生士などの専門

職による子育て中の保護者の相談援助を実施した。 
  

❸地域の子育て関連情報の提供 

つどいの広場内において、大牟田市内の保育所、幼稚園、認定こども園や公民館等関連

サークルの情報をはじめ、遊び場紹介など子育てに関する情報の掲示及びチラシの配布

を行い情報の提供に努めた。 

 

❹子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

保護者の育児に対する悩みや不安の軽減につながる

よう、年１回行っている利用者アンケートに基づき、利

用者のニーズに合わせた講座を月に 1～２回実施し

た。 
離乳食教室 
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【講 座】 

開催日 講 座 名 開催日 講 座 名 

 ４月１６日 おっぱい講座 ８月２３日 親子で３Ｂ体操 

 ４月１９日 体ほぐしタイム ９月１２日 ベビーマッサージ 

 ５月１７日 離乳食教室① １０月１５日 抱っこ法 

 ６月１８日 親子ヨガ １１月１４日 ママのリラックスタイム 

 ６月２１日 離乳食教室② １２月１３日 子どもの発達について 

 ７月 ６日 はじめての、おうちで性教育  １月１７日 離乳食教室（初期・中期） 

 ７月１１日 子どもの事故防止と応急手当  ２月２１日 離乳食教室（後期・完了期） 

 ８月 ６日 幼稚園・保育園入園について  ２月２２日 家族みんなでファミリータッチケア広場 

８月 ９日 おやつ作り  ３月 ６日 ベビーマッサージ 
   

❺子育てサポーターの育成支援の実施 

（ⅰ）つどいの広場における子育てサポーター活動状況 

これまでは、つどいの広場子育てサポーターは、講座中の託児、各種イベントの準備・

協力を中心に活動していたが、今年度は、平日の広場内での子どもの見守りや保護者

への相談支援を強化した。 

また、活動内容の確認やスタッフとの情報共有のため

の連絡会議を毎月１回実施した。 

 

 

 

 
  

（ⅱ）つどいの広場における子育てサポーター養成講座の実施 

「ファミリー・サポート・センター協力会員養成講座」と合同で実施する予定だったが、

新規申込者がいなかったため、活動中のサポーターが受講希望する講座についてのみ

実施した。また、既存のサポーターを対象にスキルアップを目的とした「ステップアップ

講座」を下記のとおり実施した。 
  

【つどいの広場子育てサポーター養成講座】 

  ファミリー・サポート・センター協力会員養成講座と合同開催（P３１参照） 
 

【子育てサポーターステップアップ講座】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 サポーター数 活動件数 

R６年度 ６１名 ４０２回 

R５年度 ６２名 ２７４回 

前年比 ９８％ １４７％ 

実施日 内    容 講   師 

１０月 ３日 
・昔と今の子育ての違いと変化してきた経緯について 
・抱っこの仕方 

助産師 大石 由香理さん 

１０月２３日 
・０～１歳児の発育成長について 
・子育てサポーター活動で大切にしたいこと 

柳川市「このゆびとまれ」  
子育て支援コーディネーター  

森 郁子さん 

イベントでのサポートの様子 

抱っこの仕方講話 ０～１歳児の発育成長講話 

－ 33 －
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❻親子を対象としたイベントの実施 

福岡県の「ふくおか・みんなで家族月間」に合わせて、子育て中の家庭やこれから親にな

る人たちを対象としたイベント「家族で行こ行こわくわくDay」を開催した。帝京大学の学

生ボランティアをはじめ、地域のボランティアにも協力いただき、食育・栄養相談コーナ

ーや制作体験コーナー、ゲームコーナーなどを設け、多世代交流を通して、子育ての楽し

さや社会全体での子育て支援の大切さを市民に周知することができた。また、８月の『お

たのしみ会』、１２月の『パパと遊ぼう（クリスマス会）』では、誠修高校の学生ボランティア

による絵本の読みきかせやダンスなど、学生との交流も楽しんだ。  
 

【家族で行こ行こわくわくＤａｙ】 

年 度 利用組数 大  人 子ども 総人数 

R６年度 58 組 94 名 86 名 180 名 

R５年度 57 組 96 名 93 名 189 名 

前年比 １０2％ 98％ ９２％ 9５％ 

 

 

 

 

 
  

【誠修高校学生ボランティアとの交流】 

     

（４）福祉・介護人材の育成・確保 

①実習生の受入 

❶社会福祉士相談援助実習生の受入 

本会が相談援助実習の受入れを行う意義は、福祉人材の育成

である。社会福祉士取得を目指す学生を育てるだけでなく、実

習生への対応を通して、職員自身が自分の業務を振り返り、事

業の再確認をするきっかけにつながると考えている。今年度

は、夏季に５名、冬季に５名の実習生を受入れた。 

 

実施日 イベント名 学生数 利用組数 大人 子ども 総人数 

８月１７日 おたのしみ会 9 名 12 組 12 名 14 名 35 名 

１２月１４日 クリスマス会 4 名 14 組 22 名 20 名 46 名 

受入期間 
【夏 季】 

８月９日～９月１３日 （２４～２８日間） 

【冬 季】 

２月２６日～３月７日 （5～８日間） 

受入人数 

九州看護福祉大学 ３名（２６日間） 

久留米大学    １名（２４日間） 

日本福祉大学   １名（２８日間） 

九州看護福祉大学 ３名（５日間） 

筑紫女学園大学  ２名（８日間） 

 

実習内容 

・社会福祉協議会の役割と事業概要 ・権利擁護センター事業 

・小地域ネットワーク活動 ・福祉委員の役割 ・サロン活動訪問 

・住民参加型在宅福祉サービス ・介護保険事業サービス 

・災害ボランティアセンターの取組み ・共同募金運動の概要 

・地域支え合いマップの取組み ・生活困窮者自立支援事業 

・社会福祉法人地域公益活動協議会の取組み  

・不登校・ひきこもり支援の取組み 等 

甘木山乳児院ブース 栄養相談コーナー オカリナ演奏 作ってあそぼう 

家族で行こ行こわくわくＤay 

社会福祉士相談援助実習 

－ 34 －
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❷保育士実習受入（歴木保育所） 

受 入 期 間  実 習 依 頼 元 受入人数 

６月３日～６月１５日（１０日間）   九州大谷短期大学 幼児教育科 ２名 

８月１５日～８月２７日（１０日間） 九州大谷短期大学 幼児教育科 １名 
  

❸看護師実習受入（つどいの広場） 

受 入 期 間  実 習 依 頼 元 受入人数 

９月２６日～１月３０日（延べ２０日間） 

※１回の実習は、２人１組にて週２日間 

帝京大学 

福岡医療技術学部看護学科 
２１名 

  

❹管理栄養士実習受入（歴木保育所） 

受 入 期 間  実 習 依 頼 元 受入人数 

６月１０日～６月１４日（５日間） 中村学園大学 栄養科学部栄養科学科 １名 
  

❺障害者就労・自立支援センターからの実習生受入 

障害者就労支援の一環で、職場実習の場として、以下のとおり受入れた。支援センタージ

ョブコーチ指導のもと、共同募金運動に必要な準備作業等を

手伝った。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受入期間 
① ８月２１日～８月２８日（７日間） 

② ９月１１日～９月２５日（９日間） 

受入人数 延べ２名 

実習内容 共同募金関係庶務、サロン用具の整理等 準備作業の様子 

－ 35 －
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（１）幅広い参加・就労機会の創出 

 ①ボランティアセンターの機能充実 

  ❶ボランティア情報の収集・発信・提供 

大牟田市障害者協議会を通してニーズ情報を収集するとともに、広報紙やホームページな

どで、ボランティア活動に関する情報を提供した。 
  

  ❷ボランティア活動のコーディネート 

 ボランティア活動をしたい人とボランティア活動を必要とする人からの相談を受け、７１件

のボランティア活動をコーディネートした。 

 

 

 

 
      

  ❸ボランティア活動に関する相談・調整・支援 

    ボランティア活動への参加を促進するために、ボランティアグループの結成・運営などに関

する相談や活動に必要な機材の貸出、各種助成金申請等を支援した。 

     ※令和６年度末登録ボランティア数：≪グループ≫４４団体、≪個人≫２８名 
  

  ❹ボランティア活動保険加入の普及・促進 

    ※うち、令和６年度大規模災害特例による加入受付１３名。 

 

② 災害ボランティアセンター取組強化 

  ❶災害時の床下対応講習会の実施 

令和２年７月豪雨災害を教訓に、災害時の床下対応の重要性

を周知するため、浸水した床下の対応に用いる資機材の使用

方法について、実際に床下模型を活用した「災害時の床下対

応講習会」を実施した。 
   

  【床下対応講習会】 

加入年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 

加入人数 1,902 名 1,210 名 1,151 名 1,２１５名 1,217 名 

実施日 会   場 参加者 内     容 

６月２９日 総合福祉センター １６名 

床下に水が入った時の対処法 

～資機材の使い方を学ぶ～ 

講師：災害ボランティア支援隊「決断」  

武田 雅人さん、馬場 めぐみさん 

【基本目標３】 

誰もが多様なきっかけやつながりで参加できる社会 

【ボランティア活動コーディネート内訳】 

（1）事業所・施設・自治会関係 ２４件    

（2）サロン関係ボランティア １８件 

（3）社協関係 ８件 

（4）個人 ７件 

（５）同行援護・傾聴・手話・点訳 ５件 

床下模型を活用した講習会 

（６）学校関係 ３件 

（７）市役所 ２件 

（８）災害関連ボランティア １件 

（９）その他 ３件 
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（１）幅広い参加・就労機会の創出 

 ①ボランティアセンターの機能充実 

  ❶ボランティア情報の収集・発信・提供 

大牟田市障害者協議会を通してニーズ情報を収集するとともに、広報紙やホームページな

どで、ボランティア活動に関する情報を提供した。 
  

  ❷ボランティア活動のコーディネート 

 ボランティア活動をしたい人とボランティア活動を必要とする人からの相談を受け、７１件

のボランティア活動をコーディネートした。 

 

 

 

 
      

  ❸ボランティア活動に関する相談・調整・支援 

    ボランティア活動への参加を促進するために、ボランティアグループの結成・運営などに関

する相談や活動に必要な機材の貸出、各種助成金申請等を支援した。 

     ※令和６年度末登録ボランティア数：≪グループ≫４４団体、≪個人≫２８名 
  

  ❹ボランティア活動保険加入の普及・促進 

    ※うち、令和６年度大規模災害特例による加入受付１３名。 

 

② 災害ボランティアセンター取組強化 

  ❶災害時の床下対応講習会の実施 

令和２年７月豪雨災害を教訓に、災害時の床下対応の重要性

を周知するため、浸水した床下の対応に用いる資機材の使用

方法について、実際に床下模型を活用した「災害時の床下対

応講習会」を実施した。 
   

  【床下対応講習会】 

加入年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 

加入人数 1,902 名 1,210 名 1,151 名 1,２１５名 1,217 名 

実施日 会   場 参加者 内     容 

６月２９日 総合福祉センター １６名 

床下に水が入った時の対処法 

～資機材の使い方を学ぶ～ 

講師：災害ボランティア支援隊「決断」  

武田 雅人さん、馬場 めぐみさん 

【基本目標３】 

誰もが多様なきっかけやつながりで参加できる社会 

【ボランティア活動コーディネート内訳】 

（1）事業所・施設・自治会関係 ２４件    

（2）サロン関係ボランティア １８件 

（3）社協関係 ８件 

（4）個人 ７件 

（５）同行援護・傾聴・手話・点訳 ５件 

床下模型を活用した講習会 

（６）学校関係 ３件 

（７）市役所 ２件 

（８）災害関連ボランティア １件 

（９）その他 ３件 
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  ❷災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施 

（ⅰ）南筑後地区社会福祉協議会・災害ボランティアセンター設置運営訓練 

南筑後地区社会福祉協議会災害時相互支援協定に基づき、４市社協（みやま、柳川、八女、

大牟田市）合同で、令和６年度南筑後地区災害ボランティアセンター研修会を実施した。 

 

（ⅱ）災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施 

災害ボランティアセンターの流れを職員が正しく理解するため、本会の災害ボランティ

アセンターメンバーを中心に、各班（総務班、オリエンテーション班、ニーズ班、グルーピ

ング・マッチング班、資機材班、車輛班）に分かれ、それぞれの役割を確認した。その他の

職員も、有事の際には平常班としての役割があると

いうことを共有した。 

 

    

❸災害ボランティア養成 

 災害発生時に迅速・効果的に被災者支援が行えるよう、災害ボランティアの養成を目的に、

「災害時の床下対応講習会」と同時に「災害ボランティア事前登録説明会」を実施した。 

 

❹災害支援コーディネート力の強化 

災害が起きたときに、社協が災害支援に取り組む意義や、被災者支援活動の入り口である

災害ボランティアセンターの設置運営がスムーズにできるよう、下記の研修会へ参加した。 

 

 
 

実 施 日 ６月１６日 

会 場 柳川市三橋生涯学習センター 

実施内容 

①被災者の置かれる状況について 

②テーマ設定によるニーズ調査（班別）

 講師：一般社団法人九州パートナーズ 

       代表理事 藤澤 健児さん 

参 加 者 ６３名（大牟田市社協職員１５名） 

実 施 日 ６月２８日 

会 場 総合福祉センター 

実施内容 災害ボランティアセンターの運営（講義・演習） 

参 加 者 １６名 

実 施 日 ６月２９日 

会 場 総合福祉センター 

実施内容 

登 録 者 

・令和２年度豪雨災害時の市社協の取組みについて（説明） 

・災害時の床下対応講習会  

・事前登録について（説明） 

個人：新規登録 ２名 （登録者合計 ２６人） 

団体：新規登録 １団体（登録者合計１団体） 

開 催 日 研 修 内 容 開 催 場 所 

１０月３１日 災害ボランティアセンター運営基礎研修 クローバープラザ 

南筑後地区災害ボランティアセンター研修会 

災害ボランティアセンター 
設置運営訓練 

－ 37 －



 
38 

❺大牟田中央ライオンズクラブとの災害ボランティア活動に関する協定書の締結 

大牟田市内で災害が発生した場合における災害ボラン

ティア活動への協力及びそれを円滑に実施するための

平常時の連携に関して、大牟田中央ライオンズクラブと

災害ボランティア活動に関する協定書を締結した。 

【協定調印式】 

   
    

③ 市民サポーターの養成 

  ❶市民後見人養成（P９～１０参照） 
  

  
 ❷生活支援員養成（P１１参照） 

   ❸つどいの広場サポーター養成（P３３参照） 

   ❹ファミリー・サポート・センター協力会員養成（P３１参照） 

 
  ❻ひきこもりサポーター養成（P１６参照） 

  ❺おおむたキャロットサービス協力会員養成（P２０参照） 

  ❼災害ボランティア養成（P３７参照） 
 

④ おおむた就労支援ネットワーク会議への参画 

高齢者、障がい者、若者等のうち、直ぐには一般就労することが困難な人に対し、市内の就

労支援を実施している機関が連携し、就労体験先の相互協力や相談員のスキルアップ等を目

的とした「おおむた就労支援ネットワーク会議」に参画し、下記のとおり会議を開催した。 

【おおむた就労支援ネットワーク会議開催状況】 

回 開 催 日 内    容 

第１回 ５月２３日 共同受注窓口について 

第２回 ８月 ７日 高齢者における就労支援の現状及び課題について 

第３回 １０月２３日 事例検討（グループワーク） 

第４回 １月１５日 事例検討（グループワーク） 

 

（２）社会参加を実現するアクセシビリティの向上 

①ボランティアセンターの機能充実（P３６参照）  
  

②担い手の育成（P９～１０、１１、１６、２０、３１、３３、３７参照） 
    

③子ども・地域食堂ネットワーク活動支援 

❶子ども・地域食堂運営助成金の交付 

今年度も８校区の子ども・地域食堂へ運営助成金を交付した。加えて、本会へ匿名の団体

から「子ども・地域食堂」へ指定の寄付があったことから、８校区の「子ども・地域食堂」及

び１２ヵ所の小地域エリア食堂等へ寄付の贈呈を行った。「子ども・地域食堂」へは、匿名で

寄付が続いており、今後の「子ども・地域食堂」の継続的な発展と支援、新規食堂の立上げ

等に弾力的に役立てるために、「子ども食堂基金」を創設した。 

実 施 日 ５月２９日 

会 場 総合福祉センター 
大牟田中央ＬＣとの協定調印式 

－ 38 －
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❺大牟田中央ライオンズクラブとの災害ボランティア活動に関する協定書の締結 

大牟田市内で災害が発生した場合における災害ボラン

ティア活動への協力及びそれを円滑に実施するための

平常時の連携に関して、大牟田中央ライオンズクラブと

災害ボランティア活動に関する協定書を締結した。 

【協定調印式】 

   
    

③ 市民サポーターの養成 

  ❶市民後見人養成（P９～１０参照） 
  

  
 ❷生活支援員養成（P１１参照） 

   ❸つどいの広場サポーター養成（P３３参照） 

   ❹ファミリー・サポート・センター協力会員養成（P３１参照） 

 
  ❻ひきこもりサポーター養成（P１６参照） 

  ❺おおむたキャロットサービス協力会員養成（P２０参照） 

  ❼災害ボランティア養成（P３７参照） 
 

④ おおむた就労支援ネットワーク会議への参画 

高齢者、障がい者、若者等のうち、直ぐには一般就労することが困難な人に対し、市内の就

労支援を実施している機関が連携し、就労体験先の相互協力や相談員のスキルアップ等を目

的とした「おおむた就労支援ネットワーク会議」に参画し、下記のとおり会議を開催した。 

【おおむた就労支援ネットワーク会議開催状況】 

回 開 催 日 内    容 

第１回 ５月２３日 共同受注窓口について 

第２回 ８月 ７日 高齢者における就労支援の現状及び課題について 

第３回 １０月２３日 事例検討（グループワーク） 

第４回 １月１５日 事例検討（グループワーク） 

 

（２）社会参加を実現するアクセシビリティの向上 

①ボランティアセンターの機能充実（P３６参照）  
  

②担い手の育成（P９～１０、１１、１６、２０、３１、３３、３７参照） 
    

③子ども・地域食堂ネットワーク活動支援 

❶子ども・地域食堂運営助成金の交付 

今年度も８校区の子ども・地域食堂へ運営助成金を交付した。加えて、本会へ匿名の団体

から「子ども・地域食堂」へ指定の寄付があったことから、８校区の「子ども・地域食堂」及

び１２ヵ所の小地域エリア食堂等へ寄付の贈呈を行った。「子ども・地域食堂」へは、匿名で

寄付が続いており、今後の「子ども・地域食堂」の継続的な発展と支援、新規食堂の立上げ

等に弾力的に役立てるために、「子ども食堂基金」を創設した。 

実 施 日 ５月２９日 

会 場 総合福祉センター 
大牟田中央ＬＣとの協定調印式 
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❷おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議への参加・連携・協働  

市内８校区の子ども・地域食堂関係者、社会福祉法人甘木

山学園、本会と、令和７年度に９校区目の「子ども・地域食

堂」の立上げを予定している白川校区関係者もオブザーバ

ーとして参加し、「おおむた子ども・地域食堂ネットワーク

会議」を開催した。このおおむた子ども・地域食堂ネットワ

ーク会議では、社会福祉法人甘木山学園より８校区の子ど

も・地域食堂に対して、運営助成金が交付された。その後、各

食堂の運営状況の報告をするとともに、課題等を共有し、意見交換をすることができた。 

【おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議】（本会と社会福祉法人甘木山学園が協働で事務局を担っている） 

開 催 日 ２月６日 

参加団体 

大牟田中央校区子ども食堂、大正校区子ども食堂、高取ふれあい子ども食堂、吉

野ふれあい食堂、平原ふれあいサロン食堂、はやめカッパ食堂、天領かおみしり

食堂、ひまわりの家手鎌よかとこ食堂、しらかわ食堂（オブザーバー参加） 

社会福祉法人甘木山学園、大牟田市社会福祉協議会 

 

  ❸地域資源・社会資源との連携強化 

各校区には様々な地域・社会資源があり、その校区内の企

業や団体などが、食材の提供やバスの送迎などを行い、

子ども・地域食堂の運営を支援している。

そのような中、今年度は福岡県こども食堂ネットワーク事

務局を通じて、福岡県や協力団体からの食材提供（米・菓子

・肉等）や助成等の情報提供があり、それぞれの子ども・地

域食堂へ周知を行った。 

 また、今年度は、大牟田市内に生産拠点を置く「株式会社ヤヨイサンフーズ九州工場」と『食

品の提供・譲渡に関する基本合意書』を締結し、大牟田市内の「子ども・地域食堂」が希望し

た場合は、一定のルールのもと、冷凍食品の一部を提供されることとなった。 

 

❹寄付金や寄贈された食材等の配分 

市内・外や県外の個人をはじめ、企業・団体等から、寄付金や米・野菜など食材の提供を受

け、各子ども・地域食堂へ配分した。 

寄付・寄贈元 内 容 寄付・寄贈元 内 容 

市内匿名 お菓子 大牟田柳川信用金庫 寄付金 

市内個人 お菓子・レトルト食品類 市内個人 寄付金 

市内個人 玄米 10kg 
西翔会  

（フードドライブ） 

玄米 510ｋｇ、食材、調

味料など 

市内匿名 菓子袋 220 セット 市内個人 寄付金 

東バレエスタジオ 寄付金 市内個人 コーン缶 

ＮＰＯ法人むすびえ ポケモン文房具セット JA 南筑後役職員連盟 玄米 120ｋｇ 

県外個人 
玄米 60ｋｇ、 

コーン・ツナ缶 
市内個人 玄米 80ｋｇ 

市内匿名 玄米 120ｋｇ 市内匿名 寄付金 

市内個人 玄米 150ｋｇ 

おおむた子ども・地域食堂 
ネットワーク会議 

 
 

株式会社ヤヨイサンフーズ
九州工場様との基本合意書

締結式 

－ 39 －
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（３）教育の充実・学習活動の促進 

 ①福祉教育の推進 

❶福祉教育推進校へのゲストティーチャー派遣 

学校等における福祉教育活動として、高齢者疑似体験を

はじめ、障がいについて学ぶ講座に、大牟田市視力障害

者福祉協会、大牟田聴覚障害者福祉協会、大牟田手話の

会「ありあけ」、点訳奉仕「大牟田むつき会」の協力を得

て、ゲストティーチャーを派遣した。今年度は、２０件のゲ

ストティーチャーを派遣した。 

年 度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 R６年度 

派遣件数 １３件 １１件 1９件 １７件 ２０件 

 

❷多世代・多職種等の協働による福祉教育の推進 

三池地区地域包括支援センター、米の山病院、延寿苑、施設、事業所などと協働し、

歴木中学校１年生を対象に福祉教育を行った。本会は、高齢者疑似体験等を行ない、

生徒たちは高齢者等の気持ちを考えることで２日目の施設体験につながった。 

また、大牟田中央小学校において、地域住民を対象に、高齢者疑似体験セットを貸し出

して、身体的な変化を体験することで当事者への寄り添う気持ちを理解してもらった。 

【福祉教育関係】 

開催日 １０月２９日、１０月３０日 

場 所 歴木中学校 

内 容 

〈名称〉ＫＵＮＵＧＩ中 ARTPROJECT 

・身体障がい者、高齢者への理解を深めるため、

高齢者疑似体験セット、アイマスクと白杖を用い

て疑似体験を行った。 

・デイサービスえいるにて、歴木中学校の生徒の

施設体験を行った。 

  【地域関係】 

開催日 １１月９日 

場 所 大牟田中央小学校 

内 容 

身体障がい者、高齢者への理解を深めるため、高

齢者疑似体験セット、アイマスクと白杖を用いて、

疑似体験を行った。 

 

❸地域組織と協働した「子ども・ジュニア民生委員」活動への支援 

中友及び白川校区民生委員・児童委員協議会、校区社会福

祉協議会等が、福祉教育の一環として、中友校区子ども民

生委員や白川校区ジュニア民生委員と協働で、高齢者の見

守り訪問活動や赤い羽根共同募金運動等を行う地域福祉

活動を支援した。 

 

 

視覚障がい者による授業 

ＫＵＮＵＧＩ中 ARTPROJECT 

大牟田中央小学校での高齢者疑似体験 

中友校区 子ども民生委員 
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（３）教育の充実・学習活動の促進 

 ①福祉教育の推進 

❶福祉教育推進校へのゲストティーチャー派遣 
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者福祉協会、大牟田聴覚障害者福祉協会、大牟田手話の

会「ありあけ」、点訳奉仕「大牟田むつき会」の協力を得

て、ゲストティーチャーを派遣した。今年度は、２０件のゲ

ストティーチャーを派遣した。 

年 度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 R６年度 

派遣件数 １３件 １１件 1９件 １７件 ２０件 

 

❷多世代・多職種等の協働による福祉教育の推進 

三池地区地域包括支援センター、米の山病院、延寿苑、施設、事業所などと協働し、

歴木中学校１年生を対象に福祉教育を行った。本会は、高齢者疑似体験等を行ない、
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また、大牟田中央小学校において、地域住民を対象に、高齢者疑似体験セットを貸し出
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・身体障がい者、高齢者への理解を深めるため、
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て疑似体験を行った。 

・デイサービスえいるにて、歴木中学校の生徒の

施設体験を行った。 

  【地域関係】 

開催日 １１月９日 

場 所 大牟田中央小学校 

内 容 

身体障がい者、高齢者への理解を深めるため、高

齢者疑似体験セット、アイマスクと白杖を用いて、

疑似体験を行った。 

 

❸地域組織と協働した「子ども・ジュニア民生委員」活動への支援 

中友及び白川校区民生委員・児童委員協議会、校区社会福

祉協議会等が、福祉教育の一環として、中友校区子ども民

生委員や白川校区ジュニア民生委員と協働で、高齢者の見

守り訪問活動や赤い羽根共同募金運動等を行う地域福祉

活動を支援した。 

 

 

視覚障がい者による授業 

ＫＵＮＵＧＩ中 ARTPROJECT 

大牟田中央小学校での高齢者疑似体験 

中友校区 子ども民生委員 
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❹福祉教材の貸出 

福祉への関心や理解を高める教育活動に活用できる福祉

教材（高齢者疑似体験セット、車いす、白杖、アイマスク、Ｄ

ＶＤ等）を貸出した。

今年度は、２０件の福祉教材を貸出した。 

年 度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 R６年度 

貸出件数 １２件 １３件 1４件 １８件 ２０件 

 

 

②学習支援事業（P５～６参照） 

 

 

（４）地域支え合い活動の促進 

 ①第１５回大牟田市地域福祉大会～地域支えあい“絆”セミナー～ 

大牟田市地域福祉大会は、市民一人ひとりが自ら住んでいる地域に積極的に関わり、地域

住民の支えあいの“絆”を創造することを目的として、毎年開催している。

大会実行委員会（大牟田市・大牟田市校区社会福祉協議会会長連絡協議会・大牟田市ボラ

ンティア連絡協議会・福岡県共同募金会大牟田市支会・大牟田市社会福祉協議会）を３回実

施し、協議を踏まえ下記の内容で開催した。また、令和６年度大牟田市社会福祉協議会功労

者表彰選考審査のため、表彰審査委員会を開催した。 

  【大牟田市地域福祉大会】 

開催日時 

会   場 

２月２日 9:３０～12:00  

大牟田文化会館 小ホール 

内 容 

【第１部】 功労者表彰式典（６２名、２９団体） 

≪表彰対象者≫ 

市社協役員、校区社協実践活動者、ボランティア活動者、特別功労者、 

善意銀行高額寄付者・団体、事業運営協力者、 

共同募金高額寄付者・団体及び運動協力者 

【第２部】 基調講演 

≪演 題≫ 

『子どもも大人も居場所をもとめて 

～西鉄バスジャック事件に遭遇して考えたこと～』 

講師：不登校を考える親の会「ほっとケーキ」代表 山口 由美子さん 

参 加 者 約４００名 

 

 

 

 

 

 

 

 

車いす体験 

第１５回大牟田市地域福祉大会 ～地域支えあい“絆”セミナー～ 

地域福祉大会 
パンフレット 
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（１）安心して暮らせる地域づくり 

 ①生活支援体制整備事業（校区社会福祉協議会活動） 

 ❶小地域ネットワーク活動促進事業 

地域の中で孤立する人を出さないように、地域住民が身近な課題を見つけ、小地域単位の

特性にあった活動を行い、住民相互の活動による顔の見える関係づくりを推進することを

目指して、以下のとおり取り組んだ。 

  （ⅰ）福祉委員の委嘱 

今年度は、福祉委員の改選期にあたり、新任福祉委員（第１０

期：令和６年７月１日～令和８年６月３０日）３８名に対して、

委嘱状を交付した。 

【福祉委員の配置数】 

３２７名（定数３５７名）うち、新任福祉委員３８名 

期 第６期 第７期 第８期 

３５７名 ３３３名 ３２７名 ３５４名 ３６２名福祉委員配置数

充 足 率 9８％ 91% ９２％ 9５％ 9９％

第９期 第１０期 

   ※１期は２年間。 
  

（ⅱ）新任福祉委員研修会の実施  

新任の福祉委員に対し、新任福祉委員研修会を実施し、福祉委員の役割についての説明、

現役福祉委員による実践発表を行った。 
日　　時 場  所 参加者 実践報告者 

７月５日 １０:００～ 

総合福祉センター 

１６名 古賀 勝彦さん（倉永校区福祉委員） 

７月５日 １４:００～ ８名 菊西 知代子さん（平原校区福祉委員） 

７月５日 １９:００～ ７名 永井 幸枝さん（三池校区福祉委員） 

７月７日 １０:００～ ２名 古賀 早苗さん（天領校区福祉委員） 

個別対応 ５名  

合  計 ３８名  
  

（ⅲ）校区福祉座談会・研修会等への参画 

 

開催日 開催校区・名称 主 な 内 容 

４月２３日 駛馬校区福祉座談会 生活支援相談室業務について 

６月１３日 高取校区まちづくり協議会定例会 買い物支援プロジェクト 

６月１７日 平原校区まちづくり協議会福祉部会 地域の支え合い活動について 

 ７月１３日 手鎌校区合同研修会① 権利擁護について、支え合いマップ更新作業 

 ８月２６日 吉野校区合同研修会 地域の支え合い活動について 

１０月１２日 明治校区社会福祉協議会福祉座談会 地域の支え合い活動について 

１２月１９日 みなと校区合同研修会 つながりワーカー養成講座 

２月 ８日 手鎌校区合同研修会② キャロットサービスについて 

３月２１日 三池校区合同研修会 不登校・ひきこもり支援について 

３月２２日 大牟田中央校区四者合同研修会 不登校・ひきこもり支援について 

【基本目標４】 

新たな担い手が生まれる持続可能な社会 

新任福祉委員委嘱状交付 
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 ❶小地域ネットワーク活動促進事業 

地域の中で孤立する人を出さないように、地域住民が身近な課題を見つけ、小地域単位の

特性にあった活動を行い、住民相互の活動による顔の見える関係づくりを推進することを

目指して、以下のとおり取り組んだ。 

  （ⅰ）福祉委員の委嘱 

今年度は、福祉委員の改選期にあたり、新任福祉委員（第１０

期：令和６年７月１日～令和８年６月３０日）３８名に対して、
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３５７名 ３３３名 ３２７名 ３５４名 ３６２名福祉委員配置数

充 足 率 9８％ 91% ９２％ 9５％ 9９％

第９期 第１０期 

   ※１期は２年間。 
  

（ⅱ）新任福祉委員研修会の実施  

新任の福祉委員に対し、新任福祉委員研修会を実施し、福祉委員の役割についての説明、

現役福祉委員による実践発表を行った。 
日　　時 場  所 参加者 実践報告者 

７月５日 １０:００～ 

総合福祉センター 

１６名 古賀 勝彦さん（倉永校区福祉委員） 

７月５日 １４:００～ ８名 菊西 知代子さん（平原校区福祉委員） 

７月５日 １９:００～ ７名 永井 幸枝さん（三池校区福祉委員） 

７月７日 １０:００～ ２名 古賀 早苗さん（天領校区福祉委員） 

個別対応 ５名  

合  計 ３８名  
  

（ⅲ）校区福祉座談会・研修会等への参画 

 

開催日 開催校区・名称 主 な 内 容 

４月２３日 駛馬校区福祉座談会 生活支援相談室業務について 

６月１３日 高取校区まちづくり協議会定例会 買い物支援プロジェクト 

６月１７日 平原校区まちづくり協議会福祉部会 地域の支え合い活動について 

 ７月１３日 手鎌校区合同研修会① 権利擁護について、支え合いマップ更新作業 

 ８月２６日 吉野校区合同研修会 地域の支え合い活動について 

１０月１２日 明治校区社会福祉協議会福祉座談会 地域の支え合い活動について 

１２月１９日 みなと校区合同研修会 つながりワーカー養成講座 

２月 ８日 手鎌校区合同研修会② キャロットサービスについて 

３月２１日 三池校区合同研修会 不登校・ひきこもり支援について 

３月２２日 大牟田中央校区四者合同研修会 不登校・ひきこもり支援について 

【基本目標４】 
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新任福祉委員委嘱状交付 
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（ⅳ）地域包括支援センターとの連携 

   【生活支援コーディネーター・共創サポーター共同会議への参加】 

     

   【玉川校区移動手段検討会議】 

開　催　月 場 所 内       容 

６月・８月・９月・１２月・３月 
第３火曜日 

勝立地区公民館 

・利用者登録状況報告  ・運行状況月例報告 
・乗り合い利用促進キャンペーンの実施 
・玉川校区公式ＬＩＮＥ開設とその活用による利用促進 

       

 ❷地域組織活動促進事業 

 （ⅰ）「第５次大牟田市地域福祉実践計画」策定に向けた地域福祉力アンケート調査の実施 

令和８年度に第５次大牟田市地域福祉実践計画策定が控えており、校区における様々な

生活課題の発見や新たな福祉課題解決の方策を把握するため、校区社会福祉協議会の

協力をいただき、地域活動実践者に対してアンケート調査を実施した。 

校 区 配布数 回収数 回収率 校 区 配布数 回収数 回収率 

み な と 55 28 50.9% 平 原 60 31 51.7% 

天 領 50 49 98.0% 高 取 40 23 57.5% 

駛 馬 55 43 78.2% 三 池 70 44 62.9% 

天 の 原 50 41 82.0% 羽 山 台 45 28 62.2% 

玉 川 30 17 56.7% 銀 水 54 54 100.0% 

大牟田中央 80 48 60.0% 上 内 45 42 93.3% 

大 正 65 39 60.0% 吉 野 40 28 70.0% 

中 友 35 32 91.4% 倉 永 70 43 61.4% 

明 治 30 25 83.3% 手 鎌 70 54 77.1% 

白 川 40 32 80.0% サ　ロ　ン １２０ - -

合 計 1104 70１ 63.５%  

 

 

開催日 内         容 

４月１７日 ・活動状況報告（令和６年３月分） ・令和６年度の活動目標、計画 

５月１５日 ・活動状況報告（令和６年４月分） ・ＳＣ研修の年間日程について 

６月１９日 ・活動状況報告（令和６年５月分） ・ＳＣカフェ研修報告  

７月１７日 
・ＳＣ研修「地域づくり・仲間づくりについて」  

講師：おおむた若者会議 紫牟田 あいらさん 
・活動状況報告（令和６年６月分）   

８月２１日 ・活動状況報告（令和６年７月分） ・おおむた若者会議への参加報告 

９月１８日 
・ＳＣカフェ参加報告「総合事業ガイドラインの一部改正について①」  
・看護師チームとの意見交換まとめ報告 ・活動状況報告（令和６年８月分） 

１０月１６日 ・活動状況報告（令和６年９月分）  

１１月２０日 ・活動状況報告（令和６年１０月分） ・ＳＣが受講した講座・研修の報告、ＦＭたんと出演等 
・ＳＣカフェ参加報告「総合事業ガイドラインの一部改正について②」 

１２月１７日 
・ＳＣが受講した講座・研修の報告、ＦＭたんと出演等 

・活動状況報告（令和６年１１月分） 

１月１５日 ・武雄市社協・福祉課・民生委員による視察対応 ・活動状況報告（令和６年１２月分） 

２月１９日 ・ＳＣカフェ参加報告「企業のＣＳＲ活動（企業としての社会貢献活動）について」 
・活動状況報告（令和７年１月分） 

３月１９日 
・九州厚生局「移動支援に関する研修会」（2/28）の報告 

・令和６年度の実績報告、令和７年度の活動目標・計画について 
・活動状況報告（令和７年２月分） 

SC・・・生活支援コーディネーター 
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 （ⅱ）校区社協会長連絡協議会との連携・協働 

１９校区社協会長で組織される校区社協会長連絡協議会の事務局を担い、下記の会議

等を支援した。 

【校区社協会長会 役員会及び会長会開催状況】 

会 議 名 開催日 主  な  内  容 

第１回 会長会

・令和６年度 校区社協会長連絡協議会事業計画 
・令和６年度 校区社協会長連絡協議会収支予算 
・令和５年度 校区社協会長連絡協議会事業報告 
・令和５年度 校区社協会長連絡協議会収支決算 
・令和５年度 監査報告 

第２回 
役員会

・校区社協会長会役員選出（改選）について 
会長会

第３回 
役員会  ・地域福祉の推進に関するアンケート調査の実施について 

・令和６年度 校区社協会長会研修会の実施について 会長会

第４回 
役員会 ・令和６年度 優良校区社協の推薦に関して 

・令和６年度 第1回校区社協会長会座学研修会について
・地域福祉の推進に関するアンケート調査 進捗状況 会長会

第５回 
役員会  ・令和６年度 地域リーダー合同研修会について 

・令和６年度 第１５回大牟田市地域福祉大会について 
・校区社協会長会の研修スケジュールについて 会長会

第６回 
役員会 ・令和６年度 第２回校区社協会長会座学研修会について 

・令和６年度 校区社協会長連絡協議会事業報告（案） 
・令和７年度 校区社協会長連絡協議会事業計画・収支予算（案） 会長会

第７回 役員会

８日 

２８日 

１１日 

２４日 

１４日 

２４日 

８日 

２６日 

１０日 

２８日 

１０日 

２５日 

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月
・令和６年度 校区社協会長連絡協議会事業報告（案） 
・令和６年度 校区社協会長連絡協議会収支決算（案） 

  

   【校区社協が取り組む地域福祉活動に関する情報発信】 

  

❸ふれあいサロン活動（P１２～１５参照） 
    

 ❹地域支え合いマップ作成 

（ⅰ）地域支え合いマップ作成の推進 

地域力の低下によって、地域に潜在化している様々な地域課題を見える化する手段とし

て「地域支え合いマップ」の作成を推進し、また、地域支え合いマップを活用した校区社

協の小地域ネットワーク活動を支援した。現在、地域支え合いマップを作成し、定期的な

更新や小地域ネットワーク活動で活用しているのは２校区（天の原・手鎌）に留まってい

るが、関心を示している校区や団体等が少しずつではあるが増えてきている。今後も校

区への働きかけを続け、地域支え合いマップの作成促進・拡大に努める。

（ⅱ）担い手の育成（スキルアップ研修） 

現在、地域支え合いマップ作成のために必要な技能を取得している職員が不足しており、

新たな担い手の育成を目的に、本会職員を対象としたスキルアップ研修を実施した。 

福祉だよりきらりへの記事の掲載 （全世帯配付） 

夏 号 校区社協会長連絡協議会 新体制発足 

冬 号 福岡県社会福祉大会 優良校区表彰（吉野校区） 

市社協事務局通信きらりへの記事の掲載 （賛助会員等へ配布） 

７月号 校区社協会長会 新体制発足 

８月号 新任福祉委員研修会の開催について 

１１月号 福岡県社会福祉大会 優良校区表彰（吉野校区） 
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 （ⅱ）校区社協会長連絡協議会との連携・協働 

１９校区社協会長で組織される校区社協会長連絡協議会の事務局を担い、下記の会議

等を支援した。 

【校区社協会長会 役員会及び会長会開催状況】 

会 議 名 開催日 主  な  内  容 

第１回 会長会

・令和６年度 校区社協会長連絡協議会事業計画 
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・令和５年度 校区社協会長連絡協議会事業報告 
・令和５年度 校区社協会長連絡協議会収支決算 
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第２回 
役員会

・校区社協会長会役員選出（改選）について 
会長会
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・令和６年度 校区社協会長連絡協議会事業報告（案） 
・令和６年度 校区社協会長連絡協議会収支決算（案） 

  

   【校区社協が取り組む地域福祉活動に関する情報発信】 

  

❸ふれあいサロン活動（P１２～１５参照） 
    

 ❹地域支え合いマップ作成 

（ⅰ）地域支え合いマップ作成の推進 

地域力の低下によって、地域に潜在化している様々な地域課題を見える化する手段とし

て「地域支え合いマップ」の作成を推進し、また、地域支え合いマップを活用した校区社

協の小地域ネットワーク活動を支援した。現在、地域支え合いマップを作成し、定期的な

更新や小地域ネットワーク活動で活用しているのは２校区（天の原・手鎌）に留まってい

るが、関心を示している校区や団体等が少しずつではあるが増えてきている。今後も校

区への働きかけを続け、地域支え合いマップの作成促進・拡大に努める。

（ⅱ）担い手の育成（スキルアップ研修） 

現在、地域支え合いマップ作成のために必要な技能を取得している職員が不足しており、

新たな担い手の育成を目的に、本会職員を対象としたスキルアップ研修を実施した。 

福祉だよりきらりへの記事の掲載 （全世帯配付） 

夏 号 校区社協会長連絡協議会 新体制発足 

冬 号 福岡県社会福祉大会 優良校区表彰（吉野校区） 

市社協事務局通信きらりへの記事の掲載 （賛助会員等へ配布） 

７月号 校区社協会長会 新体制発足 

８月号 新任福祉委員研修会の開催について 

１１月号 福岡県社会福祉大会 優良校区表彰（吉野校区） 
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 【地域支え合いマップ スキルアップ研修】 

開催日 １月１４日 

内 容 

① 大牟田市社会福祉協議会支え合いマップ研修 

    講師：鞍手町社会福祉協議会 池本 賢一さん 

②質疑応答・意見交換 

場 所 総合福祉センター 

参加者 社協職員  １３名 

 

 

 

 

 

 

 
  

 ❺地域リーダー合同研修会の開催 

  地域活動に取り組んでいる校区社会福祉協議会会長連絡協議会、校区民生委員・児童委

員協議会、校区コミュニティ連絡協議会等の各会長と、それぞれの事務局（市社会福祉協

議会、市福祉課、市地域コミュニティ推進課）が協働して、地域リーダーが一堂に集い、地域

課題について話し合う「地域リーダー合同研修会」を開催した。 

開催日 

会 場 

１２月３日  

おおむたハイツ 有明ホール 

内 容 

【基調講演】 

①「現代における地域福祉実践のあり方を考える」 

②「新たな担い手が生まれる地域創りへ」 

   講師：九州大谷短期大学 幼児教育学科 教授 中村 秀一さん 

参加者 
市長、市社協会長、校区社協会長、校区民児協会長、校区まち協会長、 

市職員、生活支援コーディネーター、市社協職員等   計９６名 

 

 

 

 

 

 
    

❻新たな生活支援等の開発 

複雑化・潜在化する地域福祉課題に対応するために、社福公益協をはじめ、様々なＮＰＯ法

人、ボランティア団体、生活支援コーディネーターと連携し、制度の狭間となる事案を解決

してきた。 

今年度は、交通弱者対策として、昨年度に立ち上げた「買い物支援プロジェクト」で検討を

重ね、買い物支援のモデル校区を選定した（詳細は P４６～４７）。また、住民参加型在宅福

祉サービス（キャロットサービス）等を充実強化させるために、地域に密着し、地域包括支

援センターと協働して、会員の拡大やサービスの周知啓発に努めた。     

支え合いマップ職員研修（総合福祉センター） 

令和６年度 地域リーダー合同研修会 
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②市との協定に基づく福祉避難所の開設 

大牟田市との協定に基づき、豪雨災害に備え、総合福祉センターを福祉避難所として開設

し、要配慮者の受入れを行った。 

【福祉避難所開設状況】 

 

 

 

 

 
   
（２）地域コミュニティの活性化と新しい「公」の担い手づくり 

 ①多様な企業・団体・NPO 法人等と協働した事業展開 

 ❶買い物支援プロジェクト  

令和５年度に交通弱者対策として立ち上げた「買い物支

援プロジェクト」では、高取校区をモデル校区として選定

していたため、今年度は、事業実施に向け、高取校区の

地域住民をはじめ、医療・福祉関係者、地区公民館、地

域包括支援センターなどの関係者を交え、より具体的な

検討を進めた。 

【買い物支援プロジェクトコア会議】 

 

 

 
   

【アンケート調査の実施】 

 モデル校区のうち、高齢化・過疎化・社会インフラの衰退が顕著な「乙宮」、「希望ヶ丘」、「茶

屋の原」の３公民館エリアをモデル事業の対象地域に設定し、対象エリアの地域住民に対

して、移動・買い物等の意識・実態把握を目的としたアンケート調査を実施した。 

調査期間 令和６年１２月～令和７年１月 

対 象 乙宮、希望ヶ丘、茶屋の原の３公民館エリア在住の地域住民 

回答状況 乙宮１６件、希望ヶ丘２５件、茶屋の原３４件  計７５件 

調査項目 

・年齢、世帯構成、運転免許の有無    ・運転免許証返上の意向 

・外出頻度、外出の目的と主な行き先、外出時に困ること、外出手段 

・自宅から最寄りのバス停までの送迎利用の有無           など 
 

期 間 ８月２９日～８月３０日 

来 館 者 ２世帯４名 

対応職員数 延べ７名 

開 設 時 間 １７：１５～翌日８：００ 

回 開催日 内    容 

第１回 ９月２７日 ・交通弱者対策としての買い物支援活動方針の説明 

第２回 １１月１５日 ・住民対象アンケートについて ・各公民館の状況把握  

第３回 １２月２０日 ・住民アンケート実施に向けて ・協力企業等の検討 

第４回 １月２９日 ・アンケート回収及び分析  ・モニター世帯による乗車体験の検討 

第５回 ２月１３日 
・アンケート分析結果の報告  ・モニター世帯との交渉 

・乗合タクシー協力企業との交渉 

第６回 ３月 ４日 ・乗合タクシー乗車体験前の最終確認 

第７回 ３月２７日 ・乗車体験後アンケートの回収  ・本年度の事業評価 

【コアメンバー構成員】 

地域関係者・・・乙宮公民館長、希望ケ丘公民館長、茶屋の原公民館長 

協力団体等・・・米の山病院、延寿苑、市地域コミュニティ推進課、三池地区地域包括支援センター 

共同事務局・・・高取校区まちづくり協議会、高取校区社会福祉協議会、大牟田市社会福祉協議会    

福祉避難所 

買い物支援プロジェクトコア会議 
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②市との協定に基づく福祉避難所の開設 

大牟田市との協定に基づき、豪雨災害に備え、総合福祉センターを福祉避難所として開設

し、要配慮者の受入れを行った。 

【福祉避難所開設状況】 

 

 

 

 

 
   
（２）地域コミュニティの活性化と新しい「公」の担い手づくり 

 ①多様な企業・団体・NPO 法人等と協働した事業展開 

 ❶買い物支援プロジェクト  

令和５年度に交通弱者対策として立ち上げた「買い物支

援プロジェクト」では、高取校区をモデル校区として選定

していたため、今年度は、事業実施に向け、高取校区の

地域住民をはじめ、医療・福祉関係者、地区公民館、地
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検討を進めた。 
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【アンケート調査の実施】 

 モデル校区のうち、高齢化・過疎化・社会インフラの衰退が顕著な「乙宮」、「希望ヶ丘」、「茶

屋の原」の３公民館エリアをモデル事業の対象地域に設定し、対象エリアの地域住民に対

して、移動・買い物等の意識・実態把握を目的としたアンケート調査を実施した。 

調査期間 令和６年１２月～令和７年１月 

対 象 乙宮、希望ヶ丘、茶屋の原の３公民館エリア在住の地域住民 

回答状況 乙宮１６件、希望ヶ丘２５件、茶屋の原３４件  計７５件 

調査項目 

・年齢、世帯構成、運転免許の有無    ・運転免許証返上の意向 

・外出頻度、外出の目的と主な行き先、外出時に困ること、外出手段 

・自宅から最寄りのバス停までの送迎利用の有無           など 
 

期 間 ８月２９日～８月３０日 

来 館 者 ２世帯４名 

対応職員数 延べ７名 

開 設 時 間 １７：１５～翌日８：００ 

回 開催日 内    容 

第１回 ９月２７日 ・交通弱者対策としての買い物支援活動方針の説明 

第２回 １１月１５日 ・住民対象アンケートについて ・各公民館の状況把握  

第３回 １２月２０日 ・住民アンケート実施に向けて ・協力企業等の検討 

第４回 １月２９日 ・アンケート回収及び分析  ・モニター世帯による乗車体験の検討 

第５回 ２月１３日 
・アンケート分析結果の報告  ・モニター世帯との交渉 

・乗合タクシー協力企業との交渉 

第６回 ３月 ４日 ・乗合タクシー乗車体験前の最終確認 

第７回 ３月２７日 ・乗車体験後アンケートの回収  ・本年度の事業評価 

【コアメンバー構成員】 

地域関係者・・・乙宮公民館長、希望ケ丘公民館長、茶屋の原公民館長 

協力団体等・・・米の山病院、延寿苑、市地域コミュニティ推進課、三池地区地域包括支援センター 
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  【モニター世帯を対象とした実証実験】 

地域住民へのアンケート調査やコアメンバー会議での検討の結果、「乗合タクシー」方式

による買物支援が有効であるとの意見が多かった。そこで「乗合タクシー」でのサービス

提供を目標とし、本格的な実証実験に先駆けた「乗合タクシー」乗車体験を、３公民館エ

リアから抽出されたモニター世帯を対象に、下記のとおり実施した。 

実施期間 ３月１０日～３月２２日までの計１２日間  

対 象 
乙宮、希望ヶ丘、茶屋の原の３公民館エリアから抽出されたモニター（６０～８０

代の世帯） 計１０世帯 

協力企業 不知火タクシー有限会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

②様々な団体等とのネットワーク・プロジェクト 

❶子ども・地域食堂ネットワーク会議（P３８～３９参照） 
  

❷大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議（P１５～１８参照） 
  

❸大牟田市子育て支援ネットワーク会議 

「保護者のいない児童」、「保護者に監護させることが不適当であると認められる児童」、

「出産前からの支援が必要な妊婦」の早期発見や、早期対応を図るため、情報交換や支援

内容の協議を円滑に行うことを目的として「大牟田市子ども支援ネットワーク会議」が設置

されており、本会からも委員として参加し、子ども支援に関する取組みや課題等について

協議及び意見交換を行った。 

開催日 ７月３日 

内 容 
① 令和５年度活動報告   ②令和６年度活動計画 

③ 各団体の子ども支援の取組みや課題報告及び意見交換 

 

❹おおむた就労支援ネットワーク会議（P３８参照） 
  

❺買い物支援プロジェクト（P４６～４７参照） 
 

高取校区 乗合タクシー乗車体験（ゆめタウン大牟田） 

高取校区 乗合タクシー乗車体験（マルキョウ） 
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（ⅱ）広報活動 

実施日 内 容 

８月２３日 

ＦＭたんとへの出演 

赤い羽根共同募金運動とインターネット募金（ふるさと

赤い羽根募金）について 

９月２６日 
明光学園学生部会による赤い羽根共同募金の使いみち

と募金グッズの紹介 

１０月 １日 
赤い羽根共同募金 

街頭キャンペーン 

≪場 所≫ゆめタウン及びイオンモール 

≪参加者≫ 

大牟田市長、福岡県共同募金会大牟田市支会理事、 

大牟田市社会福祉協議会役職員 

１１月２１日 ＦＭたんとへの出演 歳末たすけあい募金運動と使途について 

１２月 １日 
歳末たすけあい募金 

街頭キャンペーン 

≪場 所≫ゆめタウン及びイオンモール 

≪参加者≫ 

大牟田市副市長、福岡県共同募金会大牟田市支会理事、 

大牟田市社会福祉協議会役職員 
  

（ⅲ）法人募金の実績 

年  度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 R５年度 R６年度 

法人数（社） 469 433 442 ４６４ ４７１ 

募金額（円） 2,868,121 2,706,128 2,668,104 2,607,541 ２,７９８,３１４ 

（ⅳ）赤い羽根自動販売機の設置及び実績 

年  度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 R５年度 R６年度 

設置数（台） 49 58 58 ５９ ５７ 

募金額（円） 640,089 806,577 943,258 884,005 ８５５,１６９ 

※今年度は、２台が撤去となった。 
  

（ⅴ）インターネット募金（ふるさと赤い羽根募金）の実績 

件  数 募 金 額 

７件 ７,５00 円 
   

（ⅵ）街頭募金の支援 

【赤い羽根共同募金（運動期間：１０月１日～１２月３１日）】 

実施日 実施場所 実施団体名 

１０月 １日 メルクス大牟田 天の原校区社会福祉協議会 

１０月 ６日 ゆめタウン 大牟田中央校区まちづくり協議会 

１０月１０日 銀座通り商店街 中友小子ども民生委員及び中友校区民生委員・児童委員協議会 

１０月１２日 ゆめタウン 大牟田市ボランティア連絡協議会 

１０月１５日 
マルショク吉野店 吉野校区社会福祉協議会 

ゆめタウン ＮＰＯ法人大牟田市障害者協議会 

１０月２０日 ゆめタウン 日本ボーイスカウト大牟田第３団 

１０月２１日 ゆめタウン 白川校区まちづくり協議会福祉部会 

１１月 ２日 マルエイ大牟田店 天の原校区社会福祉協議会 

１１月１２日 ゆめタウン 白川校区まちづくり協議会福祉部会 

１１月１６日 
手鎌地区公民館 
（文化祭会場） 

手鎌校区社会福祉協議会 

１２月 ２日 メルクス大牟田 天の原校区社会福祉協議会 

１２月１０日 ゆめタウン 白川小ジュニア民生委員及び白川校区まちづくり協議会福祉部会 

１２月１４日 ラ・ムー羽山台店 羽山台校区まちづくり協議会 

１２月１９日 ゆめタウン 大牟田高等学校 
 

インターネット募金 
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【歳末たすけあい募金（運動期間：１２月１日～１２月３１日）】 

 
 

（ⅶ）災害義援金の受付（令和６年度受付分） 

  ※「令和６年能登豪雨災害」については、大牟田市ボランティア連絡協議会と本会で街頭募金を実施した。 

 

❷赤い羽根共同募金からの令和7年度助成金の決定

各学校・団体からの令和７年度事業配分助成金申請を共

同募金配分委員会で審査し、理事会・評議員会の承認を

受けた。令和７年度は、福祉教育推進校へ６７０,５００円、

福祉団体等へ８５１,４００円、１９校区社協活動費や地域

福祉事業費へ５,９３２,５００円、総額７,４５４,４００円の配

分となった。 

（ⅰ）福祉教育推進校への助成 （１２校） 

№ 学 校 名 事 業 名 助成額 

1 駛馬小学校 福祉教育推進事業 42,500 円 

2 玉川小学校 「自然・ひと・もの・こと」を大切にする教育の推進 50,000 円 

3 中友小学校 中友校区ハッピータウンプロジェクト 65,000 円 

4 白川小学校 ジュニア民生委員・児童委員活動 50,000 円 

5 平原小学校 児童への福祉教育 40,000 円 

6 羽山台小学校 SDGｓ達成に向けて誰もが幸せに暮らせるまちづくり 40,000 円 

7 倉永小学校 地域と学校の協働による住みよいまちづくり 62,000 円 

8 手鎌小学校 障がいのある方との交流及び人権学習 20,000 円 

9 
橘中学校 
(白銀中学校) 

総合的な学習における福祉教育、環境学習、防災・減災学習 35,000 円 

10 宮原中学校 「地域とともに生きる」 宮原中学校ＨＡＰＰＹプロジェクト 100,000 円 

11 
歴木中学校 
(御木中学校) 

安心して長生きできる社会を目指して 66,000 円 

１２ 
明光学園中学校・ 

高等学校 
地域活性化！世代間交流ふれあい手作りプロジェクト 100,000 円 

計 6７０,５00 円 

実施日 実施場所 実施団体名 

１２月 ２日 
グッデイ大牟田南店      

マルエイ大牟田南店 
天領校区社会福祉協議会 

１２月 ５日 新鮮市場サカイ 銀水校区民生委員・児童委員協議会 

１２月１０日 銀座通り商店街 中友校区民生委員・児童委員協議会 

１２月１３日 マルショク吉野店 吉野校区社会福祉協議会 

１２月１４日 
ゆめタウン・イオンモール 

ＪＲ大牟田駅 
明光学園中学校・高等学校 

１２月１５日 ゆめタウン 大牟田中央校区まちづくり協議会 

受付期間 名   称 義援金額 件 数 

R６.４.1～R７.３.３１ 令和６年能登半島地震災害 ９２,８２４円 ８件 

R６.８.２～R６.１２.２７ 令和６年７月大雨災害（広域） ３,３３４円 ２件 

R６.９.２６～R７.3.３１ 令和６年能登豪雨災害 ５８,２４２円 ５件 

合   計 １５４,４００円 １５件 

共同募金配分委員会 
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【歳末たすけあい募金（運動期間：１２月１日～１２月３１日）】 
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共同募金配分委員会 
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（ⅱ）福祉団体等への助成 （１０団体） 

№ 団 体 名 事 業 名 助成額 

1 
大牟田市 

ボランティア連絡協議会 
SDGｓの「５つのＰ」から考える研修事業 43,000 円 

2 大牟田朗読の会 朗読・録音図書作成等のスキルアップ研修会 50,000 円 

3 大牟田市老人クラブ連合会 介護予防推進事業 100,000 円 

4 
ＮＰＯ法人 

大牟田市母子寡婦福祉会 
ひとり親家庭のふれあい事業・寡婦交流促進
事業・福岡県母子寡婦福祉大会への参加 

100,000 円 

5 
ＮＰＯ法人 

大牟田市障害者協議会 
令和７年ふれあいパラサンまつり 100,000 円 

6 ＮＰＯ法人 ともしび会 精神障がい者等の社会参加促進事業 58,400 円 

7 
ＮＰＯ法人 

大牟田知的障害者育成会 
施設体験学習研修 100,000 円 

8 大牟田市視力障害者福祉協会 福岡県盲人福祉大会・視力障害者徒歩訓練 100,000 円 

9 
おおむた認知症カフェ      

連絡協議会 
排除や差別のない地域を目指し、孤立者の
居場所づくりの推進 

100,000 円 

10 
不登校・ひきこもり家族の会
「ふきのとう」 

不登校・ひきこもりの人やその家族の居場所
づくり 

100,000 円 

計 ８５１,４00 円 

（ⅲ）令和７年度事業配分助成金総額 

   

❸歳末たすけあい募金からの令和7年度助成金の決定

令和６年度の実績額である２,３４９,４６８円については、令和７年度の事業活動費として助

成される。内訳については下記のとおりである。 

助  成  先  助 成 額 

年末年始校区交流行事等地域福祉活動費(１９校区) 1,557,354 円 

生活困窮者対策（食料品・日用品等）支援 200,000 円 

子ども・地域食堂支援事業 290,000 円 

地域福祉事業費（サロン活動・災害ボランティア設置運営訓練等） 302,114 円 

合 計 2,349,468 円 

助  成  先 助 成 額 

（ⅰ）福祉教育推進校（１２校） 670,500 円 

（ⅱ）福祉団体・ボランティア団体・ＮＰＯ法人等（１０団体） 851,400 円 

１９校区社会福祉協議会活動費 4,845,360 円 

大牟田市社会福祉協議会（地域福祉事業費） 1,087,140 円 

合 計 7,454,400 円 
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（１）社会福祉協議会基盤強化 

 ①理事・評議員研修の充実 

今年度は、理事１名及び評議員５名の交代があり、新たに就任し

た理事・評議員を対象に、「新任役員・評議員研修」を実施した。

研修では、本会の社会的使命や事業概要、「第４次地域福祉実践

計画」における基本目標・重点施策等について説明した。 

 

②事務局体制の強化 

将来的に安定した社協運営を継続していくために、引き続き、

役職者の権限や責任を明確化するとともに、組織体制の見直しを

検討した。また、課を横断するプロジェクトを立上げるなど、事務

局機能の体制を強化した。特に、令和6年度は事務の効率化を図る 

ため生成ＡＩ導入についての検討を行った。

加えて、職員のスキルアップのために、職員全体研修や担当課

ごとの専門的な研修会を以下のとおり実施した。  

【職員全体研修】 

  

【総合生活支援課研修】 

開催日 テーマ 講  師 参加者 

７月１０日 相談面接の技法  名６ 聴視ＤＶＤ

１１月 ６日 ひきこもり支援について① 
ＤＶＤ視聴 
ひきこもりサポーター養成講座（前半） 

筑後市社会福祉協議会 卜部 善行さん 
６名 

１月２２日 ひきこもり支援について② 

ＤＶＤ視聴 
ひきこもりサポーター養成講座（後半） 

筑後市社会福祉協議会 卜部 善行さん 
６名 

３月 ５日 
相談支援の視点 
―理念・判断・社会資源― 

筑紫女学園大学 准教授 前田 佳宏さん ６名 

 

  

開催日 テーマ 講  師 参加者 

４月２４日 健診結果で何がわかる？ 
大牟田市保健福祉部健康づくり課 
 藤田 裕美子さん、境 晃久さん 

52名 

６月2６日 合理的配慮について 
ＮＰＯ法人大牟田市障害者協議会 

事務局長 大場 和正さん 
事業統括責任者 泉田 健一さん 

57名 

８月２８日 社会福祉協議会の使命と役割 九州大谷短期大学 教授 中村 秀一さん 54名 

10月25日 交通安全について 大牟田警察署交通課 山内 慎也さん 53名 

1２月１８日 
社会福祉業務における 
生成AIの活用方法について 

株式会社MoMo 出水 直哉さん 54名 

２月18日 里親について 
甘木山乳児院  

リクルーター 船津 未来さん 
社会福祉士 山代 記英子さん 

42名 

地域福祉の推進役を果たすために 

社会福祉協議会の基盤を強化します 

新任役員・評議員研修 

職員全体研修 
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１月２２日 ひきこもり支援について② 

ＤＶＤ視聴 
ひきこもりサポーター養成講座（後半） 

筑後市社会福祉協議会 卜部 善行さん 
６名 

３月 ５日 
相談支援の視点 
―理念・判断・社会資源― 

筑紫女学園大学 准教授 前田 佳宏さん ６名 

 

  

開催日 テーマ 講  師 参加者 

４月２４日 健診結果で何がわかる？ 
大牟田市保健福祉部健康づくり課 
 藤田 裕美子さん、境 晃久さん 

52名 

６月2６日 合理的配慮について 
ＮＰＯ法人大牟田市障害者協議会 

事務局長 大場 和正さん 
事業統括責任者 泉田 健一さん 

57名 

８月２８日 社会福祉協議会の使命と役割 九州大谷短期大学 教授 中村 秀一さん 54名 

10月25日 交通安全について 大牟田警察署交通課 山内 慎也さん 53名 

1２月１８日 
社会福祉業務における 
生成AIの活用方法について 

株式会社MoMo 出水 直哉さん 54名 

２月18日 里親について 
甘木山乳児院  

リクルーター 船津 未来さん 
社会福祉士 山代 記英子さん 

42名 

地域福祉の推進役を果たすために 

社会福祉協議会の基盤を強化します 

新任役員・評議員研修 

職員全体研修 
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【福祉サービス課研修】 

     

③行政とのパートナーシップの強化 

大牟田市保健福祉部福祉課との毎月の定例会に加え、２ヵ月に１回程度の頻度で子ども未

来室と、情報共有のための意見交換会を実施した。「重層的支援体制整備事業」では、行政と

のパートナーシップのもと連携・協働し、既存の相談支援の取組みを活かしながら、複雑化・

潜在化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築し、「相談支援」「参加支援」「地域

づくりに向けた支援」を一体的に実施した。 
 

  ❶相談支援 

・大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議  

・大牟田市権利擁護連絡会             

・大牟田市地域包括支援センターとの連携     

・大牟田市子ども支援ネットワーク会議 

・不登校・ひきこもり家族の会「ふきのとう」     
  

 ❷参加支援 

・大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会（生活困窮者レスキュー事業） 

   ・大牟田市ほっとあんしんネットワーク模擬訓練 
  

❸地域づくりに向けた支援 

・玉川校区移動手段検討会議への参画  ・生活支援コーディネーターとの連携 

・子ども・地域食堂への支援   ・高取校区買い物支援プロジェクトコア会議 
   

④企業・団体等とのネットワークの強化 

企業や団体等の社会貢献活動が少しずつ増えてきており、今年度も新たに地元企業や団

体から多くの寄付金や物品（食料品等）の寄贈があった。中でも、㈱ヤヨイサンフーズ九州工

場より、冷凍食品の譲渡及び受領についての基本合意書を締結し、「子ども・地域食堂」へ製

品の一部が提供されるなど、多くの企業や団体、学校等との連携を強化することができた。 

こういった地域貢献活動に取り組んでいる企業や団体を全戸配布の広報紙で紹介するこ

とで、今後も企業のＣＳＲ活動※の広がりを支援していく。 

 

 

開催日 テーマ 講  師 参加者 

４月１７日 倫理・法令遵守 社協職員 ３２名 

５月２２日 事故対応と再発防止 大牟田警察署職員 ３４名 

６月１９日 感染症・食中毒の予防や蔓延防止 久留米ヤクルト販売株式会社 ３４名 

７月１７日 接遇について 社会福祉法人 原交会福祉会 ２７名 

８月２１日 ハラスメント対策 株式会社 マルヱ産業 ２１名 

９月１８日 プライバシー保護 社協職員 ３４名 

１０月１６日 口腔ケアについて 有明地区口腔管理推進室 ２５名 

１１月２０日 ＢＣＰについて 大牟田市防災対策室 ２２名 

１２月１８日 認知症ケアについて 明治安田生命保険相互株式会社 久留米支社 ２３名 

１月１５日 
高齢者虐待防止、 

身体拘束排除の取組み 
中央地区地域包括支援センター ２５名 

２月１９日 緊急時の対応について 大牟田消防署職員 ２８名 

３月１９日 介護予防及び要介護度進行予防 明治安田生命保険相互株式会社 久留米支社 ２３名 

※ＣＳＲ活動とは、企業が、収益を求めるだけではない、環境活動、ボランティア、寄付活動な
どの、企業としての社会貢献活動のこと。 

・おおむた就労支援ネットワーク会議 

・大牟田市障害者協議会  

・相談支援包括化推進員との連携 

・グリーンコープふくおかとの連携 
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⑤財政の健全化 

財政の健全化は、公共性、非営利性の高い社会福祉法人としての至上命題で、かつ市民

に対して経営の透明性を確保していく責務があり、コンプライアンスを遵守する必要がある

ことから、引き続き会計士・税理士・弁護士・社会保険労務士と顧問契約を結び、法人経営の

ガバナンス※の強化に努めた。 また、今年度は、福岡県及び福岡県社会福祉協議会・福岡県

共同募金会より事業助成金を受けており、加えて、高額寄付によって今後の子ども食堂の

拡大に向けての「子ども食堂基金」を創設した。

 

 
 
❶大牟田善意銀行の預託状況 

【寄付金等預託状況】 

  
❷賛助会員加入状況 

【賛助会員数等の推移】   

  

 

⑥広報の強化 

❶広報紙「きらり」の発行（全世帯配布：年４回）   

全戸配布の社協だより「きらり」を年４回（４月・７月・１０月・１月）発行し、本会の事業等の活

動報告や制度の周知啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

❷事務局通信「きらり」の発行  

賛助会員等を対象に、社協事務局通信「きらり」を毎月１回発行し、本会の活動報告をはじ

め、様々な情報提供を行った。年４回発行している社協だより「きらり」を補うようなタイム

リーな情報を発信し、ホームページに掲載している。加えて、公共機関をはじめ、大牟田柳

川信用金庫の各支店にも配布している。 

 
 
 

区  分 R４年度 R５年度 R６年度 

一般寄付金 
２２２件 １８４件 １８２件 

23,265,３３６円 8,833,７２９円 ８,９００,５３３円 

物品寄贈件数 ４１件 ４８件 ５０件 

区  分 R４年度 R５年度 R６年度 

個人会員数 37４名 ３６８名 ３６０名 

企業・団体会員数 ６５件 ５５件 ５８件 

総 額 9８２,０００円 881,０００円 ８６８,０００円 

※ガバナンスとは、組織での不正や不祥事を防ぎ、企業経営において公正な判断・運営がな
されるように監視・統制する仕組みのこと｡ 
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⑤財政の健全化 

財政の健全化は、公共性、非営利性の高い社会福祉法人としての至上命題で、かつ市民

に対して経営の透明性を確保していく責務があり、コンプライアンスを遵守する必要がある

ことから、引き続き会計士・税理士・弁護士・社会保険労務士と顧問契約を結び、法人経営の

ガバナンス※の強化に努めた。 また、今年度は、福岡県及び福岡県社会福祉協議会・福岡県

共同募金会より事業助成金を受けており、加えて、高額寄付によって今後の子ども食堂の

拡大に向けての「子ども食堂基金」を創設した。

 

 
 
❶大牟田善意銀行の預託状況 

【寄付金等預託状況】 

  
❷賛助会員加入状況 

【賛助会員数等の推移】   

  

 

⑥広報の強化 

❶広報紙「きらり」の発行（全世帯配布：年４回）   

全戸配布の社協だより「きらり」を年４回（４月・７月・１０月・１月）発行し、本会の事業等の活

動報告や制度の周知啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

❷事務局通信「きらり」の発行  

賛助会員等を対象に、社協事務局通信「きらり」を毎月１回発行し、本会の活動報告をはじ

め、様々な情報提供を行った。年４回発行している社協だより「きらり」を補うようなタイム

リーな情報を発信し、ホームページに掲載している。加えて、公共機関をはじめ、大牟田柳

川信用金庫の各支店にも配布している。 

 
 
 

区  分 R４年度 R５年度 R６年度 

一般寄付金 
２２２件 １８４件 １８２件 

23,265,３３６円 8,833,７２９円 ８,９００,５３３円 

物品寄贈件数 ４１件 ４８件 ５０件 

区  分 R４年度 R５年度 R６年度 

個人会員数 37４名 ３６８名 ３６０名 

企業・団体会員数 ６５件 ５５件 ５８件 

総 額 9８２,０００円 881,０００円 ８６８,０００円 

※ガバナンスとは、組織での不正や不祥事を防ぎ、企業経営において公正な判断・運営がな
されるように監視・統制する仕組みのこと｡ 
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❸SNS を活用した情報提供の強化 

本会及びくぬぎ保育所のホームページにて、本会の事業や情報を広く発信した。 

また、生活支援相談室においては、パンフレットや広報紙を活用し、随時情報提供を行っ

た。とりわけ、生活困窮者の中には、不登校やひきこもり等、対面での相談が困難なケー

スも多くあり、信頼関係を築くまで、ＳＮＳを活用した方がスムーズな相談対応ができるた

め、Facebook（フェイスブック）、X（旧ツイッター）、LINE（ライン）等を「コミュニケーショ

ンツール」として活用した。 

 【ホームページやフェイスブック】 

 

 

 

 

 

 
    

⑦総合福祉センターの運営 

❶総合福祉センター利用状況 

 

❷総合消防訓練 

今年度は、１回目の訓練は、９月に、福祉団体（老人クラブ連合会・母子寡婦福祉会等）を交

えた避難誘導訓練と水消火器訓練を行った。２回目となる２月の訓練では、地震発生後の

火災を想定し、地震発生時の安全確保等も含めて避難訓練を実施した。事前告知をせずに

実施したが、地震が起きた際に取るべき行動（机の下に潜

る、座布団等で頭を防御する）をとり、避難誘導訓練へ移

行できた。その後は、「負傷者の搬送法」についての研修

を受け、参加者は毛布を使った簡易の担架づくりや搬送

方法等を実践し、緊急時に対応できるように学んだ。 

 

❸環境整備 

総合福祉センター正面等に大きく成長した大木が、電線・電話線に接触し、加えて落葉や鳥

の糞等により駐車場の使用が制限されていたため、大木数本を伐採した。これにより、掲

示物が見やすくなるとともに、日当たりや風通しがよくなり、また駐車スペースも確保でき

るなど、センターの利用環境が整備された。 

 

 

  年 度  R４年度  前年比  R５年度  前年比  R６年度 前年比 

➀会場使用料収入

②賃貸料収入

③手数料収入

合計➀+➁+➂  

 

 

 

http://www.omshakyo-kizuna.com/

くぬぎ保育所ホームページ 

http://www.omshakyo-kizuna.com/kunugi/ 

生活支援相談室フェイスブック 

社協ホームページ 

負傷者の搬送法の研修 
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（１） 理事会開催状況 

会議名 開催日 内 容 

第１回理事会 ６月１０日 

・議案第 １号…令和５年度 事業報告について 
・議案第 ２号…令和５年度 資金収支決算について 

        令和５年度 社会福祉充実残額 
        令和５年度 監査報告 

・議案第 ３号…理事候補者の推薦について 
・議案第 ４号…役員等の報酬及び費用弁償等に関する規程の 

改正（案）について 
・議案第 ５号…総合職員就業規則・一般職員及び臨時職員就業規則の 

改正（案）について 
・議案第 ６号…介護職員等処遇改善加算支給規程（案）の制定について 
・議案第 ７号…第１回評議員会の開催（案）について 

第２回理事会 

（みなし） 
８月 １日 ・議案第 ８号…評議員候補者の推薦について 

第３回理事会 １２月２６日 
・報告  第４次大牟田市地域福祉実践計画における 

令和５年度の進捗状況・評価について 

第４回理事会 ２月２０日 

・議案第 ９号…社会福祉法人大牟田市社会福祉協議会  
子ども食堂基金規程（案）の制定について 

・議案第１０号…令和６年度 補正予算（案）について 
・議案第１１号…第２回及び第３回評議員会の開催日時（案）について 

第５回理事会 ３月１２日 

・議案第１２号…令和７年度 事業計画（案）について 
・議案第１３号…令和７年度 資金収支予算（案）について 
・議案第１４号…役員等賠償責任保険契約について 

 

（２） 評議員会開催状況 
 

 

（３） 各部会・委員会開催状況 

会議名 開催日 内 容 

第１回三役会・ 

第１回総務部会 

（合同会議） 

５月２９日 

・令和５年度 事業報告について 

・令和５年度 資金収支決算について 

 令和５年度 社会福祉充実残額 

 令和５年度 監査報告 

・理事候補者の推薦について 

・役員等の報酬及び費用弁償等に関する規程の改正（案）について 

・総合職員就業規則・一般職員及び臨時職員就業規則の改正（案）について 

・介護職員等処遇改善加算支給規程（案）の制定について 

・第１回評議員会の開催日時（案）について 

会議名 開催日 内 容 

第１回評議員会 ６月２６日 

・議案第 １号…令和５年度 事業報告について 

・議案第 ２号…令和５年度 資金収支決算について 

        令和５年度 社会福祉充実残額 

        令和５年度 監査報告 

・議案第 ３号…理事の選任について 

第２回評議員会 ３月 ３日 

・議案第 ４号…令和６年度 補正予算（案）について 

・議案第 ５号…役員等の報酬及び費用弁償等に関する規程の 

改正（案）について 

第３回評議員会 ３月２４日 
・議案第 ６号…令和７年度 事業計画（案）について 

・議案第 ７号…令和７年度 資金収支予算（案）について 

令和６年度 各種会議・各種委員会報告  
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第１回評議員 

選任・解任委員会 
８月 ９日 ・評議員の選任について 

表彰審査委員会 １０月１７日 ・令和６年度 大牟田市社会福祉協議会表彰審査 

第１回 

福祉サービス部会 

（みなし） 

１月２１日 ・介護予防・相談センター事業の委託契約解除について 

第２回三役会・ 

第２回総務部会 

（合同会議） 

３月 ３日 

・令和７年度 事業計画（案）について 

・令和７年度 資金収支予算（案）について 

・役員等賠償責任保険契約について 
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【理事】 

 
【評議員】 

 

選 出 区 分 役職名 氏 名 備   考 

学 識 経 験 者 会 長 大 塚 力 久  

校区社協代表 副 会 長 萬  矢  勝  保  

民生委員・児童委員代表 〃 西 山  明  

学 識 経 験 者 常務理事 大 迫 孝 博  

校区コミュニティ連協代表 理   事 金 子 英 彦  

社会福祉事業施設代表 〃 井 田  謙  

福祉団体代表 〃 大 場 和 正  

ボランティア団体代表 〃  

社会福祉関係公務員代表 〃 松 鳥 哲 也 R６.６.２６就任 

市 議 会 代 表 〃 大 野 哲 也  

学 識 経 験 者 〃 中 村 秀 一  

〃 監   事 猿 渡 保 生  

〃 〃 内 田 伸 哉  

選 出 区 分 役職名 氏 名 備  考 

校区社協代表 評 議 員 三 浦 紀 子  

〃 〃 水 田  加 納 R６.６.２６辞任 

〃 〃 前 原  稔 R６.６.２６辞任 

〃 〃 相 川  浩 一  

〃 〃 細 井  し げ 代 R６.６.２６辞任 

〃 〃 古 賀  和 信 R６.６.２６辞任 

〃 〃 山 田 修 司 R６.８.９就任 

〃 〃 松 永  浩 R６.８.９就任 

〃 〃 松 延 隆 広 R６.８.９就任 

〃 〃 徳 永 春 男 R６.８.９就任 

民生委員・児童委員代表 〃 德 永 京 子  

〃 〃 森  良 子  

校区コミュニティ連協代表 〃 松 村 重 光  

ボランティア団体代表 〃   

NPO 法人代表 〃 平 田 聖 子  

社会福祉事業施設代表 〃   

〃 〃 壬 生  太  

福祉団体代表 〃 荒  木  陽  子  

〃 〃   

〃 〃   

社会福祉関係公務員代表 〃  R６.８.９就任 

市 議 会 代 表 〃 奥 村 橋 倫  

学 識 経 験 者 〃 池 端 祥 久  

〃 〃 富 安 信 夫  

〃 〃 関  誠  

〃 〃 奥 薗 征 裕  

〃 〃 井 上 信 弘  

学識経験者 役職名 氏 名 備 考 

前社協会長 顧 問 西 村  直  

令和６年度 役員・評議員等  名簿 
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